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自然災害等により、講座が延期・中止となることが

ありますのでご承知おきください。

※連絡できる電話番号やメールアドレスをご記入ください。

費用/初回に一括してお支払い下さい。

（欠席の場合は資料を 郵送します。）
※浜松史蹟調査顕彰会会員は割引があります。

場所/歴１・２・５・６ ・・賀茂真淵記念館 講座室

歴３・４・・・・・浜松市地域情報センターホール
定員/歴１・２・５・６各講座４０名、歴３・４・・・１６０名

※当センターには駐車場がありませんので近隣の有料駐車場をご利用ください。
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●バス／
鴨江佐鳴台線(３番ポール)
鴨江坂上下車南へ徒歩７～８分。
※道は平坦です。
志都呂宇布見線(５番ポール)、
商工会議所下車北へ徒歩５分。
※急坂道となっております。
●お車／
雄踏街道、商工会議所西信号を
北へ坂上がる。
国道２５７号線森田町信号を北進

■賀茂真淵記念館 案内図（歴１・２・５・６講座） ■浜松市地域情報センター 案内図
（裁判所南側）（歴３・４講座）

開催日時・会場を確認の上、
申込み願います。

石原千秋編『生れて来た以上は、生きねばならぬ 漱石珠玉の言葉』を読みます。読む人余川千津子氏

夏目漱石と明治という時代 ～漱石の目でみた明治という時代～

講 師 元高校教員 折金 紀男 氏
開催日時 令和7年①6/5(木) ②6/12(木) ③6/19(木)13:30～15:30
会 場 賀茂真淵記念館 講座室 募集人数 ４ ０名 受 講 料 1,500円

全３回歴
１
講
座

人類社会は、古くから疫病・地震・旱魃(かんばつ)など、さまざまな災害に見舞われてきました。この講座
では、古代日本で発生した災害と、その災害をどのように乗り越えてきたかを解説していきます。

災害と日本古代の社会

講 師 愛知大学文学部教授 廣瀬 憲雄 氏
開催日時 令和7年①9/26(金) ②10/24(金) ③11/21(金) 13:30～15:30
会 場 浜松市地域情報センターホール 募集人数 １６０名 受 講 料 1,500円

全３回歴
３
講
座

前方後円墳が造られなくなった後も、墳形を変えて古墳の造営は続きました。それらは誰の墓だったので
しょうか。近年の発掘成果も紹介しつつ、飛鳥の終末期古墳の被葬者について考えます。

飛鳥の終末期古墳の被葬者

講 師 三重大学人文学部特任教授 小澤 毅 氏
開催日時 令和7年①11/7(金) 13:30～15:10
会 場 浜松市地域情報センターホール 募集人数 １６０名 受 講 料 500円

全１回歴
４
講
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アメリカ大統領が替わり、日米関係の行方が不安視されている今日、日米関係の歴史をさかのぼるこ
とで、アメリカ合衆国とはどういう国なのかを考えてみたい。

日米関係史を考える

講 師 静岡県近代史研究会会員 小池 善之 氏
開催日時 令和7年①6/25(水) ②9/10(水) ③11/5(水) 13:30～15:30
会 場 賀茂真淵記念館 講座室 募集人数 ４ ０名 受 講 料 1,500円
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生涯にわたる鷗外の苦悩をとおして、現代社会にはびこる政治・経済・社会・文化・医療・教育等の諸問題に
切り込みます。

鷗外の『妄想』～人生をどう生きるか。日本語。日本の將來への進路 ～

講 師 元高校教員 杉本完治 氏
開催日時 令和7年①6/6(金) ②7/11(金) ③9/12(金) 13:30～15:30
会 場 賀茂真淵記念館 講座室 募集人数 ４ ０名 受 講 料 1,500円
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【申込方法】 ホームページの

申込欄、Eメール、１講座1通の

往復はがき、FAX、のいずれか

の方法で、住所、氏名（よみが

な）、電話番号、メールアドレス

（お持ちの方）、参加希望講座

名 （例：「歴１夏目漱石と明治

という時代」）を記入し、賀茂真

淵記念館へ申し込む。

※往復ハガキ以外は１回の申

し込みで複数の講座の申し込

みが可能です。

申込締切５月１９日(月)
ハガキの場合５月１９日必着

（応募多数の場合抽選）
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ふじのくに
文化財保存活用

推進団体

三百年前の浜松の文化人、杉浦国頭が書いた地元愛に溢れた地誌（自然・人文両面から研究記述した
書物）を読んで、江戸時代の浜松のことを知り杉浦国頭の思考を追体験しよう。

曳駒拾遺を読もう

講 師 地域史研究者 佐竹 玄吾 氏
開催日時 令和7年①6/13(金) ②6/20(金) ③６/２７(金) 13:30～15:30
会 場 賀茂真淵記念館 講座室 募集人数 ４ ０名 受 講 料 1,500円

全３回歴
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